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ストーブのディスプレーに表示されるデーターと同時にこのデーターを見てください。
各部品冷間作動テスト

ストーブは停止中でないといけません

Menuボタンを2秒間押してください

MenOTestl/Oが表示されるまでeマイナスボタンを押してください。

Menuボタンを押すと0が表示されます。

"-13'!が表示されるまでeマイナスボタンを押します。

MenOボタンを押して確認するとCO:menOtestが表示されます。

＋プラス又は-マイナスボタンを使ってパラメーター内容を移動します。

0/1ボタンを2回押すともとに戻ります。

－臂に戻る

点火ヒーターが着き先が赤くなる。

排気ﾌｧﾝが最高回転で回転します。
郡司寺モーブ一〃､目越し,幸ソCO淫引入しL〃、国払しみソCO深み1入しL

C1:Startresist

C2:ExpuisionFan
し巳句宅〃lLUノ'1八$躁琶李到、し扉
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ｒ
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Cor ...

E｢｢.C22
C11=低電流

C22=電流範囲内
戸QQ－壹奉:幸

C3:Loadpellet

温風ﾌｧﾝが最高回転で回転します。

排気温度センサーの温度を測ります｡+オートチエック

C4:OnFan

C5:Thermocoup

~給気の流入ｾﾝｻｰの数値を示します~ ｾｯﾄ数値よりも低いとア｜ラームが出ます。もし問題なく設置されていたら20を超えます~＝

~

C6Ail･FIow

室温の温度を測定します。C7:SensorTemp

30秒後負圧テスト''Test･･ ･Pascal″の数値が表れます｡最低が50で
最高が150超えるとアラームが出ます。

C8:PA…Vacuomet

C9:TestSondal/R

C10:Aux

パラメーター調節
停止中､点火中または運転中にできます。

MENUボタンを何秒か押し､＋又は‐ボタンでSETUPと表示されるまで移動させます。

MENUボタンを押し、0が表示されます。

｢一｣ボタンを押し''-13mまで動かします。

MENUを押して確認します。

－番最初のパラメーターが表示されます。

ストーブが停止中ならResetSetup、ストーが運転中なら~~~~~~~~ LANGENGLISHと表示されますβ

MENUボタンを押して次々とパラメーター内容を表示させます。

｢+｣と｢－｣ボタンでパラメーター数値を変更します。

0/1ボタンでパラメーターから元へ戻ります。

備考パラメーター

ResetSetup

Lang.

値
0

ENGLISH

パラメータの説明

ｺｰﾄ11を入力によってパラメーターは出荷時にリセットされます。

言語の選択

趣
″
｜
″

各温度センサーの制御-レオナルドシステム((pascal,Pa)+アラーム
リストの表示-煙気速度-給気流量:連続番号-日時ブロックタイプ

自動設定VerincaValori 〃 〃

" 150Hzまたは60Hzの電源周波数を自動調節 Hz 自動設定MAINHZ
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温度制御盤

燃焼室内の圧力

レオナルド･システムによる計算数値

出荷時コード

点火第一段目の排気ファン回転数

点火第二段階目の排気量回転数

火力P1時の排気量回転数

火力P2時の排気量回転数

火力P3時の排気量回転数

火力P4時の排気量回転数

火力P5時の排気量回転数

点火一段階目の給気流量閾値

点火二段階目の給気流量閾値＝

火力P1時の給気流量閾値

火力P2時の給気流量閾値

火力P31時の給気流量閾値

火力P4時の給気流量閾値

火力P5時の給気流量閾値

火力P1時の温風ﾌｧﾝ回転数

火力P2時の温風ﾌｧﾝ回転数

火力P3時の温風ファン回転数

火力P4時の温風ﾌｧﾝ回転数
火力P5時の温風ファン回転数

自動設定

自動設定

変更できません

変更できません

着火までに時間がかかり煙が多い場合は数値を最大で2上げてください。
燃焼ポットに多くのペレットが残っている場合は数値を最大で2上げてください。

T・BOARD

PASCAL
…

0へ~声声P』へ

IDscheda

AirAC

AirAR

AirP1

AirP2

AirP3

AirP4

AirP5

AirFIowAC

AirFIowAR

AirFIowP1

AirFIowP2

AirFIowP3

AirFIowP4

AirFIowP5

FanairP1

FanairP2

FanairP3

FanairP4

FanairP5
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CHECKAIRFLOWのアラームが出続ける場合はこの数値をO~4まで下げてください。

三三 一＝＝ ニー

ニニ＝宮

ストーブの異常加熱しないよう慎重に調整を行ってください｡使用状況によって異なる場合がある
のでご注意ください。

Percentualedipelletchecadenelcrogiolodopolafasediprecarico,finoachelastufanon
passainsecondafasediaccensione

第一段階目のペレット供給量の割合(着火段階） ％PelletAC 20

第二段階目のペレット供給量の割合(炎の安定化） Percentualedipelletchecadenelcrogioiomentre1a､ufaeinsecondafasediaccensione％30PelletAR

火力P1時のペレット供給量の割合

火力P2時のペレット供給量の割合

火力P3時のペレット供給量の割合

火力P4時のペレット供給量の割合

火力P5時のペレット供給量の割合

火力P1時のペレット供給量下限値

火力P21時のペレット供給量下限値

火力P31時のペレット供給量下限値

火力P41時のペレット供給量下限値

火力P51時のペレット供給量下限値

火力P1時のペレット供給量上限値

火力P2時のペレット供給量上限値

火力P3時のペレット供給量上限値
火力P4時のペレット供給量上限値

火力P1時の排気温度目標値

％
｜
％
一
％
一
％
｜
％
一
％
｜
％
｜
％
｜
％
｜
％
一
％
｜
％
｜
％
｜
％
｜
℃

PelletP1

PelletP2

PelletP3

PelletP4

PelletP5
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

PelletP1L

PelletP2L

PelletP3L

PelletP4L

PelletP5L

PelletP1H

PelletP2H

PelletP3H

PelletP4H

TempTestl
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Seautoregolazioneattiva,nonvengonoutilizzati・SeautoregolazioneinOFFsonolevere
percentualidipelletbruciatoei130%significacheilmotoriduttoregiraper3sogniciclodi
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火力P2時の排気温度目標値 。CTempTest2 120
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火力P3時の排気温度目標値

火力P5時の排気温度目標値

AUTOEqのON/OFF

補正間隔時間

火力P1時の;非気ファン回転数下限値

火力P2時の:非気ファン回転数下限値

火力P3時の:非気ファン回転数下限値

火力P4時の;非気ファン回転数下限値

火力P5時の;非気ファン回転数下限値

火力P1時の;非気ファン回転数上限値

火力P2時の;非気ファン回転数上限値

火力P3時の排気ファン回転数上限値

火力P4時の排気ファン回転数上限値

火力P5時の排気ファン回転数上限値

火力P1時のレオナルドシステムの目標値

火力P2時のレオナルドシステムの目標値

火力P3時のレオナルドシステムの目標値

火力P4時のレオナルドシステムの目標値

火力P5時のレオナルドシステムの目標値

PascalautoのON/OFF

20秒ごとに燃焼室と周囲との圧力差を読み取ります

着火時30秒間の試運転時の(pascal,Pa)の下限値

着火時30秒間の試運転時の(pascal,Pa)の上限値

I TempTest3

1 TempTest5

Autoreq

TimeReq.

AirlLow

Air2Low

Air3Low

Air4Low

Air5Low

AirlHiqh

Air2Hiqh

Air3High

Air4Hiqh

Air5Hiqh

PascaIP1

PascalP2

PascaIP3

PascaIP4

PascalP5

PascalautoON/OFF

PASCALCLOCK

ACminPa

ACmaxPa
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目標温度(温度試験)に従って調整される(ON時）

唖
竺
竺
坐
睾
睾
竺
竺
雲
睾
雲
墾
墾
翌
墾
癖

変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと
変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと

変更しないこと

secondi
■■ﾛ■■■■■■■■■■

pascal

pascal

|この値を下回ると､｢Nodra廿｣と表示
|この値を超えると､｢Initaircheck｣表示

OFFに設定した場合､有効時間プログラミングやﾘﾝｸAUX/シリア
ルの機能をすべて無効にします

Timer ON/OFF 〃

15 1第一段目点火と第二段目点火の間の移行する△温度 oCDeltaS

もしスタートボタンを押してから15分以内にこの排気温度に達しない場合アラームが発生します。
BIock-FI/NoStart =====

運転段階(P1,2,3)に切り替わる排気温度T.Start 70 oC

T.Stop 60 消火したとみなす排気温度

T.maxE. 260 最高排気温度

Serv.CAT 2000 販売店の介入を必要するペレット消費量

Serv.UTE 800 ユーザーにクリーニングを促すペレットの消費量

PascaP1 ｢CAT｣のペレット消費量のカウント

PelletKqUTE - ｢UTE｣のペレット消費量のカウント

StartACN.。 ‐ 点火回数

TimeGoP1 - 火力P1での稼働時間

TimeGoP2 - 火力P2での糘働時笥

TimeGoP3 - 火力P3での稼働時笥

TimeGoP4 - 火力P4での稼働時笥鶴薑 一一一一-一一一
TimeGoP5 - 火力E5写のl察慢塒笥一雨M” 這冒蝿麹
CodeCLRTim計一一一コード31を入力してﾘセット 潅鑿
1WashTimer 20 火力P1時のクリーニングまでの間隔

1WashTime lO 火力P1時のクリーニング時間

2WashTimer 20 火力P2時のクリーニングまでの間隔
2WashTime l lO 火力P2時のクリーニング時間

3WashTimer l 20 火力P3時のクリーニングまでの間隔

一一一一一一

｡C bIoccoSTOPFIAMMA

。C この温度を超えるとストーブは自動消火します

Kg !$CodeCLR''にてコード31を入力

Kq 5秒｢室温表示ボタン｣を押すことによって解除

Kq "CodeCLR"にてコード31を入力

Kq 5秒｢室温表示ボタン｣を押すことによって解除
No

ServiceCAI表示時の解除方法h

h ストーブは消火作業に移行しませんが、
_~一h-j,"れは､使用ペレット量がパラメータSERV

h l い場合に発生します。シーズンオフの’
h でｺｰﾄ31を入力しMENUボタンを押し
〃

minuti してください。
secondi

minuti

secondi

minuti

~|ServiceCAI表示時の解除方法

一ストーブは消火作業に移行しませんが､

い場合に発生します｡ｼｰｽﾝｵﾌのﾒ

メッセージを表示します｡こ

盲れは､使用ペレット量がパラメータSERVICECAT(eS.2500KG)よりも高
二 ﾝﾃﾅﾝｽを行い､+_ボタン
ーでｺｰﾄ31を入力しMENUボタンを押してキロカウンターをリセット

-してください。

一一一一一一

I
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火力P3:時のクリーニング時間
火力P4時のクリーニングまでの間隔

火力P4|時のクリーニング時間
火力P5時のクリーニングまでの間隔

火力P5|時のクリーニング時間

confortClimaモードのON/OFF

ConfOrtClimaモード再着火時のの温度善

3WashTime

4WashTimer

4WashTime

5WashTimer

5WashTime

MenUClima

Co.Climadelta
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設宝宰潟に達すると消火し現在室温が設宗宝濡より2°C下がると自動着火を繰返します

Co.ClimadeltaがON時に有効

点火失敗の問題を出さないために+30まで上げることが出来ます。

もしこのパラメーターがoならディスプレーに表示される温度が実際の排気温度です。
このパラメタを変更することで実際の排気温度よりより高く､またはより低く制御盤に読ませる目的があ
ります。

排気温度センサーの更正ADJTC ･C10

部屋により精密な温度計があるとすれば､その温度計にストーブの室温度表示が一致するように
変更が可能です。

窒潟センサーの更正 ｡CADJTA 0

Pa 変更しないでください

V 0.20以上の数値が表示
secondi

secondi

〃 ディスプレイ上に設定された値に基づいてペレットが供給された数値を計算
minuti

oC

oC

oC

oC

〃 ｜リモコンの送信ｺｰﾄを同期するのに役立ちます｡ON設定してリモコンのボタンを押してください。

〃 ｜

" IONであればリモコンが温度を検知するたびブザー音が鳴ります。

圧力値の補正

給気流測値の補正

ペレットの初期投入量

消火時のクリーニング時間

ペレットリザーブ機能の有効｡無効化

消火時の排気ファン稼働時間
火力切替温度差(P1→P2)

火力切替温度芸(P2→P3)
火力切替温度差(P3→P4)

火力切替温度差(P4→P5)

リモコンの有効化

リモコンに内蔵されている温度センサーのON/OFF

リモコン温度転送時ブザー音のON/OFF

ADJPASC.

ADJFLOW

LoadPell

ACFinalWash

RISERVA

TimeFanOFF

DeltaP2

DeltaP3

DeltaP4

DeltaP5

MEMCODEIR

SONDA1R

RI IZZERIR｡C

０
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設定時間内にリモコンからの温度情報を検知しなければストーブ本
体の温度センサーに切替

Probiemaderivatodalnoncorrettoallineamentotrasmettitoretelecomandoricevitore

pannellosinottico.
Minuti

_

TIMEIRCHECK 30，

Ge､ioneBlackOUT:-ready=immediato

=c/analisigﾉ'estrattorefumi -Stop&C=
dipendentedallatemperaturatermocoppia.

-delay
BLACKOUT DELAY 〃

EI'uN'e"じ|ALR.LOWCURRENTが発生するようであれば数値を下げてください。
EI!ull'g"じ|ALR.HIGHCURRENTが発生するようであれば数値を上げてください。

燃料搬送オーガモーター電流下限値

燃料搬送オーガモーター電流上限値

Correntemin

Correntemax

40
－

200

アラームロックを上げるために必要な電流制限外のイベントの数を決
定する

30→OFFまで設定可能N･Eventicor 30

IIvaloreproporodidefaulteiimedesimoimpostataodal2001 intutteleschede

elettronicheperstufeapellet(conparametronascoto),unaumentodelvaloredelfreno
eiettronicodeveesserecontroverificatoinlaboratorio.

Enumeric

O
燃料搬送オーガモーターの電流ブレーキ数値Braketime 11

|地震センサの検出をON/0F

|この時間以上の揺れを感知した場合にEarthquakealarmが発生

〃 l

secondi l耐震のアラームが発生した場合､通常の消化段階を継続し､消火します
Earthquake

QuakeTime


